
 

 

  

         

                 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町が｢河村城址歴史公園｣として整備している河村城跡は、小田原城を本城とする北条氏の 

山城の姿が良好な状態で保護されているため、県指定史跡に指定されています。 

平成元年から発掘調査や整備を進め、現在も継続して公園整備を行っています。近年は、 

城跡から南側の眺望を確保するために景観整備を行い、大庭郭か

らは、写真のように相模湾や足柄平野を一望することができます。 

また、昨年２月には大庭郭に「展望あずまや」が完成し、公園

内を眺めることもできるようになりました。今まで来城したこと

がない方も、しばらく来城していない方も、気軽に歩いて来城出

来ますので、城主気分を味わってみませんか。 
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皆さんは、毎年１月24日から始まる｢全国学校給食週間｣をご存じですか？今から70

年前（昭和25年度）に、学校給食による教育効果を促進する観点から国によって定め

られ、この期間、給食に関する様々な取組が全国の小・中学校で展開されています。 

また、近年では｢食育｣という言葉をよく耳にされるのではないかと思います｡｢食

育｣は食育基本法(平成17年成立・実施)の中で次のように位置づけられています。 

① 生きる上での基本であって、知育、徳育及び体育の基礎となるべきもの 

② 様々な経験を通じて「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得し、健全な

食生活を実践することができる人間を育てること 

そこで､今号では、山北町教育委員会の食育推進の取組の一端をお伝えします｡ 

［展望あずまや］ 

山北町では、家庭との連携・協力による食育の推進として平成 26年度から年３回、

小・中学生が自分でお弁当を作る「お弁当の日」を設定しています。取組を始めたとき

小学１年生だった子どもたちは、もう６年生になっています。 

各校「お弁当の日」に向けて、児童会・生徒会活動とタイアップした事前指導の実施

やお弁当設計図を描いたり記録を残したりするためのワークシートの活用等、創意工夫

した取組を行っています。特に大事にしているのが、実施後の振り返りです。毎回次回

への期待感や改善策が記載されたものが多く、これも継続した取組の成果の一つです。 

この｢お弁当の日｣を始め、各校の食育推進について情報交換

する場が年２回開催の「山北町食育担当者会議」です。この会

議で今年の取組キーワードとして「感謝」が共有されました。 

また、今年度から学校における食育推進に中核的な役割を担

う栄養教諭が川村小学校に配置され、町の食育推進ネットワー

クも今まで以上に強化されていくことが期待されています。 

 

［栄養教諭による献立作りの授業］ 

河 村 城 跡 ～ 城主気分を味わってみませんか！ ～ 

山北町は、子どもたちの「食育」にどう取り組んでいるのですか？ 

［足柄平野の眺望］ 

 



                            

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第 11回（11月 26日） 

・教育長報告 

○協議会（11月 26日）  

・令和元年度山北町人権講演会に 

ついて 

・ライブ・イン・山北 2019について 

 

山北町青少年問題協議会・いじめ問題対策会議 
 

11月 1日、町議会議員・教育委員・学識経験者・町及び関係行政機関職員計 17名の構成

メンバーによる「山北町青少年問題協議会・いじめ問題対策会議」を開催しました。 

前半の「青少年問題協議会」では松田警察署生活安全課から管内の青少年の状況につい

て、後半の「いじめ問題対策会議」（国の「いじめ防止対策推進法」に基づいて町教育委員会が策定した

「山北町いじめ防止基本方針」の中で設置）では町内各小・中学校からのいじめ問題や取組について

の情報提供をもとに、各立場から活発な意見が交換されました。 

町では、これからも、子どもたちの健全育成やいじめの未然防止・早期発見・早期解決に

向け、学校や地域・関係機関が協働して取り組んでいくための情報共有を図っていきたいと

思います。 

教育委員会の審議事項 

 
中学生の職業体験 〜キャリア教育〜 

山北中学校では、毎年 10月に２年生が地域

に出て職場体験学習を行っています。学習の

目的は次の２点です。 

①職業に対する関心を高め、自分の将来の職

業や生き方について考える。 

②働くことの意義について考え、社会に貢献

して生きようとする気持ちを養う。 

町内外 28事業所のご協力を得て貴重な体験

をさせていただいた生徒の感想を紹介します｡ 

 

 

 

 

 

生徒たちが職場体験をする中で多くのこ

とを学ばせていただいたことに感謝します｡           

                           

学びの窓から No.16     

 
 
川村小５年生が、日頃の英語学習を生か

す体験として 11月に２回フィリピンのリ

トルフラワー・チルドレンズ・ホーム学校

の４〜６年生と、インターネットを使って

交流しました。 

海の向こうの国の小学生と、リアルタイ

ムの映像をとおして互いの演奏を聴き合っ

たり、予め交換した写真を掲げてあいさつ

を交わしたり日本の文化を紹介したりしま

した。プログラムが進むにつれて、始めは

緊張気味だった両国の子どもたちの顔に、

笑顔の花が次々と咲いていきました。 

 

 

 

 

 

 

 

スカイプで国際交流 

○第 12回（12月 13日） 

・教育長報告 

○協議会（12月 13日） 

・第 41回丹沢湖ハーフマラソン大会の結果につ

いて 

・令和２年山北町成人式について 

・山北町体育施設建設検討委員会について 

令和元年（第 11回～第 12回・協議会） 

・職業体験をとおして今まで気づかなかったこ

と、見えていなかったことがわかり「仕事」

ということに興味が持てました。 

・その仕事をしている人のすごさや大変さがわ

かり、たくさん学ぶことができました。 


